　 平成２６年９月１１日

 大阪府製本工業組合


（２６年９月期） 　理 事 会 議 事 録（案）
１．招集年月日　　平成２６年８月２９日（金）

１．開催日時　　平成２６年９月１０日（水）午後６時４０分～８時１０分
１．開催場所　　大阪製本会館
１．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法

理事数　２３人　　出席理事数　２３人（本人出席１８人、書面出席５人）

監事数　　２人　　
相談役数　２人　　
１．出席理事等の氏名　　
（本人出席）
澤田政紀、岡本城夫、富塚宗寛、寺川務、松尾秀樹、平田龍己、田中尚寛、大塚保男・小野木基博
金田英幸、管東稔浩、木下和美、齋藤晴治、中谷康宏、三木信二、南幸次、山口仁史、横井邦章
（書面出席）
橋野昌幸、坂東光次、平井一彦、松本正一、南幸次
（オブザーバー）　
祝迫多水治（㈱印刷出版研究所）
１．議長の氏名　　澤田　政紀
１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

定款の規定により理事長、澤田政紀が議長に就任し、理事会の開会を宣言。
澤田理事長から次のとおり挨拶があった。

「８月２３日（土）高野山法要に参加致しました。先人の皆様の供養の為ですが久しぶりに高野山を訪れました。気持も落ち着き心洗われる思いでございました。ご供養の後、奥の院まで参りましたが本当にすごく心洗われ先人の皆様の供養が出来たと思います。
８月２４日（日）東南支部のバスツアーに参加させて頂きました。まずは陶芸体験、有馬温泉での美味しい料理と温泉を堪能致しました。楽しい会であったと思います。有難うございました。」
寺川専務理事から本日の書面出席は５名との報告があった。
第１号議案
全製工連、書籍・雑誌専門委員会の開催について
寺川書籍製本委員会委員長（副理事長兼専務理事）から概略の説明と参加状況、参加依頼があった。
「大阪工組の部会体制が一つになった後の初めての全製工連、専門委員会であり大阪の底力を見せ場でもあると思います。是非大勢の皆様の参加をお願いしたい。」

（最終参加状況は書籍４名、紙４名、手帳３名、商印４名、賛助２名、報道１名、事務局１名合計

１９名）
第２号議案

平成２６年度フォークリフト講習会の開催状況について
平田安全技術委員会委員長（常務理事）から報告。
「昨年に引き続き“無資格者のいない安全安心な工場”との取り組みとして事前にアンケートを実施、技術委員会で検討のうえ、理事会の承認（６月理事会）を受け、港湾防止協会大阪総支部に依頼し運転技能講習を実施いたしました。

実施月日は、学科講習が７月１２日（土）、技能講習が７月１９日（土）・７月２０日（日）・７月２６日（土）の合計４日間の講習であります。

参加者数は１６名（内：女性１名）であります。　　

全員合格をされました。
今回は空きがございましたので他社からも２名の方が受講をされております。

夏の暑い時期でございましたが、学科講習は集合時間７時５０分、開始８時００分、技能講習は集合時間７時４０分、開始７時４５分でございましたが誰ひとり遅れることなく参加されました。

私も講習会初日の開始前に参加し前年の受講状況を踏まえ注意事項などをチョッと喋らせて頂きました。

なお講習費用につきましては、本組合からの補助として１名に対し講習会費用３４，０６０円の端数の４，０６０円を教育研究費から補助をいたしました。
合計６４，９６０円支出しております。ご了承をお願いいたします。
次年度につきましても“またやってえな～”との声もございますので継続的な取り組みとして実施していきたいと考えております。

実施時期は港湾防止協会とも話をしましたが毎年の定例行事があり、本年と同様７月か８月頃になる

のではと思っております。
なお参加された方々の声として、

“数十年許可書無しで運転をしていて女房に“何を今更”と言われたが“来てよかった”基本を何も
知らなんだ！“とのことを言っておられましたし、反面若い方からは“学科、眠たかった、実技暑か
った“とか、”力学的な事は興味があった“とかの意見を聞いております。
また次の様な意見もございました。

フォークリフト講習を受講し初めて知った事ですが、

・道路交通法により敷地外での運転は出来ない。

・敷地外でもナンバープレートを取得すれば走行は出来るが荷役は出来ない。
これらについて募集案内の文言に入れてはどうかと意見がありましたが皆様のご意見を頂きたいと思います。
各理事から、

・その文言を前面に押し出すべきではない。別問題の話で講習を受けて判る話である。

・あへて言う必要はないのでは。その為に取得している人はいないでしょう。

との意見があった。

Ｑ：講習会４日間は長すぎるとの社員からの意見もあったのですが。
Ａ：以前（昔は）は２日間で実施していましたが、現在は法律で決まっている事であり期間の短縮は

出来ない。なお本来教習所でのコース設定は１週間で４日間の連続講習ですが、製本組合の取組みと
して業務状況を勘案し現状の日程としております。
第３号議案

製本と紙工（第４０号）広告掲載状況について
事務局から資料に基づき報告。

「製本と紙工（夏季号）の発行に伴います広告関係ですが、組合員の名刺広告は廃業に伴います減が１件ございます。
賛助会の皆様の広告関係ですが清水相談役のご紹介で埼玉の富士機械㈱様の広告が新たに掲載されております。　これらからほぼ前号（１３９合）と同様の広告収入となっております。

なお購入（発注）部数ですが従来の３００冊から２２０冊に減冊としております。

これらから費用は約３万円の節減となります。」

富塚副理事長から、

「製本と紙工の名刺広告はＰＲとの意味では無く、機関誌発行の維持の為の協力広告と思って頂きご協力をお願いしたい。」

寺川副理事長兼専務理事から、

「各企業で設備投資などをされた時は、その機会を捉まえ広告依頼をして頂くと非常に助かりますので今後はよろしくお願いをしたい。」

との発言があつた。
第４号議案

平成２６年度懇親バスツアーの開催について

山口総務広報委員会委員長（理事）から資料に基づき提案。

「第２回総務広報委員会を８月２５日（月）に開催し、本年は２年に一度の懇親バスツアーの開催年でありますのそれらについて検討を致しました。
旅行会社から３案の提案頂き委員会で検討し、一番相応しいと思われる「京馬車と湯の花温泉・亀岡、丹波、京都牛食べ比べ」に決定を致しました。
実施月日は１２日（日）で次の日が祝日（体育の日）との事でゆっくりお休み頂けるのではとの事で決定いたしました。

会費につきましては、組合員会費、賛助会員会費、同伴会費などございますが、本組合からの本年度は予算計上をしておりますし、支部からの補助（５，０００円／名）、部会からの補助もあり、組合員３，０００円、同伴５，０００円、賛助会員５，０００円（同伴同じ）の新しい試みとしての会費設定をしております。
募集人員は４０名（先着順）としております。
次にゴルフコンペも本年度は開催をしたいと思っておりましたが、１２月までは日程的に厳しいとの事で春先にもしできればとの副案をもっている状況であります。」
理事から、
Ｑ：４０名になった後に申し込みがあった場合の対処は。

Ａ：原則としてバスの乗車人員数もあり先着４０名としておりますのでご理解をお願いしたい。

以上、全会一致で了承となった。
第５号議案
その他

①委員会の活動状況について

◆組織活性化委員会（管東委員長（理事））
「９月４日（木）に“る主水”（福島区）で委員会を開催し１０名が参加。
議題は組合勧奨（組合のメリットとは）、理事会への提案等々であります。

勧誘は支部ごとにお願いをしたいと思っております。当日組合加入のメリットもお配りをしておりますので、頭の片隅に入れていただいて勧誘をお願いしたいと思います。

先日、メリットを頭に叩き込み勧誘に参りました。その方曰く、噂によると組合は未だに旧態然としているらしいな～との発言がございました。（否定をしておきました）
色々お話をするうちにメリットはと聞かれましたので、縦板に水が流れる如くお話をさせて頂きました。　結論は考えておく！」
でした。

◆安全技術委員会（平田委員長（理事））

「７月２５日（金・天神祭り当日）大変交通が混雑する中、十三で開催しました。

委員会の皆さんには何でもいいから意見を言って欲しいと要望をしております。
別途纏めて話をしたいと考えております。

現在、ホリゾン西コンサルの個展（１０月１７日の金曜日）に合せた講習会を担当の松原様と詰めている最中です。
未だ仮題ですが“電気部品によるトラブルの自己診断”機械の電気的な講習ですが、故障が起きた時に我々で何が出来るか、ただ単にメーカーの方を呼ぶのではなく、メーカーがその故障に対して何を持っていけば良いのか、判るような知識を身に付けたいと思っております。

・サービスマンがおこなうトラブル診断の流れ。

・電気図の見方。

・代表的な電気部品の役割と機能とトラブル診断。

・テスターの使用方法。　　などの講習内容を考えております。

また組合員企業にどの賛助会員企業が入っておられるのか把握する事により囲い込みの一助になるのではと思っております。これらも調査をする必要があるのではとの意見もございます。」
②支部、部会の活動状況について
◆西北支部（管東支部長）

「９月１３日（土）福島区民祭りに併せ、西和会で恒例のメモを販売致します。

その中に、“社会保険労務士はあなたの味方です”等々のビラを入れてＰＲをする事としております。

９月１３日（土）午前１１時からですので是非お越し頂きたいと思います。」

◆商業印刷製本委員会（木下委員長）

「８月２７日（水）役員会を開催。来年の商印専門委員会は大阪での開催です。

現在、６月の第１週か第２週の開催で調整中です。

大阪ですので皆さんからの要望（希望）は串カツ、ハルカス、ミス大阪など多彩です。

これからジックリ考えたいと思いますが良いアイディアがあれば教えて頂きたい。」
◆東南支部（三木支部長）

「８月２４日（日）、東南支部としての２回目のバスツアーを実施。参加者は若干少なかったのですが、
陶芸体験と有馬温泉での食事、南京町の散策など楽しみました。」
◆五団体協議会（富塚副理事長）

「９月１３日（土）アークホテル大阪で午後６時から五団体協議会のセミナーが開催されます。

テーマは“事業を継いだ後継者の挑戦”として開催され、パネラー５名、コーディネ―ターに特定社会保険労務士の三島佐智氏が参加されます。

パネラーは、皿谷勝己氏（紙料組合）、青木克之氏（紙工組合）、中尾博之氏（トムソン組合）、新秀樹氏（光沢化工組合）と製本からは私、富塚が参加致します。（製本からの参加者は現在１５名）」

③その他
木下理事から
「近畿大学で教科書はアマゾンからネットで購（生徒が）入をしているようです。

アマゾンはオンデマンドで製本し１冊からでも注文を受けております。
従来は決まった書店（場所、業者で）で購入していた物ですが、ホリゾンも先を見越して設備を開発しております。　

いよいよそういう傾向になって来たようで他大学でも将来は同じ方向になるのではと危惧しております。」

との発言があった。
最後に岡本副理事長から

「現在の世の中は大激動の時代である事を実感しております。

木下理事が話をされたように近大を先頭にそう云う方向にあるのだと思います。

さて、８月２４日（日）東南支部のバス旅行に参加致しました。

温泉入浴、美味しい料理、南京町も散策し帰路につき私は梅田で下車したのですが、家内から電話がございました。

箕尾方面は初めて経験するような大雨だそうです。神戸の南京町などは小雨なので散策ができました。

先日の広島も大雨で大災害でした。

知人が箕尾の見晴らしの良いマンションにいるのですが、１階に土砂が入り全館に避難命令が出ました。　１階に土砂が入りエレベーターも動かない状況だったようです。
バス旅行帰りでしたがマイカーで迎えに行き、２晩私の自宅に泊って(避難)頂きました。

まさかこんな場所でと思いますが家内に言わしたら滅茶苦茶な大雨だったそうです。

高かったマンションも価値が下がります。

我々業界も今まで大丈夫だろうと思っておりましたが、いつ何時大丈夫だと思えない状況になるかもしれません。印刷業界も頑張っておられます。

これからも底抜けしない様な製本業界であってほしいと、深刻、真剣に考えていかなくてはならない時代に入っているのでは思います。本日は長時間の議論大変お疲れさまでした。」
以上で理事会を終了した。
以　　　上
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